
 

 
 

  

 

Japan Home & Building Show 2008：東京ビックサイト 東３ホール「ふるさと建材・家具見本市」内：「３Ａ－１８」 

平成２０年１１月１２日(水)～１４日(金)  １０：００～１７：００ 

（社）全国木材組合連合会では、住宅建築関係者や一般消費者を対象に、「国産材新生産システム販路開拓フェア」を

開催し、国産材製材品（構造材・内装材）・集成加工材・エクステリア用品、ログミニハウスキットなどを展示・ＰＲ及

び商談会を行います。 

また、「森林を育む木の住まい・国産材製品フェア」を同時に開催いたします。 
出 展 者 名 展  示  概  要 連  絡  先 担当者 ℡ FAX 

1 親和木材工業 ㈱ 

（5 コマ） 

人工乾燥した国産間伐材を使ったログミニキットハウスは、軽く、後

からの狂いや割れ等が非常に少ないので一般のお客様でも簡単に

組立が出来ます。 

独自の技術により誕生した中空木材の杉パネル「コラムパネル」。 

このパネルを使用したキットスペースのシリーズが「SUGI コラムキッ

ト」です。シンプルなパーツ構成と単一のジョイントシステムにより上

下左右への連結が簡易に行うことができ、趣味の部屋、塾の自習ス

ペース、パーティションなど、その活用方法は使い手の自由な発想

により決まります。 

 

 

509-0108 

岐阜県各務原市 

須衛町 7-178-1 

 

 

 

今井 

 

 

 

058-384-8784 

 

 

 

058-370-2859 

2 ウッドピア松阪 

協同組合 

（2 コマ） 

三重県産材を中心とした「無垢杉･桧構造材」「集成杉･桧構造材」「杉・

桧無垢内装材」をメインとした展示を行います。 

 構造材に関しては、新JASの目視等級区分を基本とした製品に、機械等

級区分装置によって強度等級・含水率を印字した製品です。 

 内装材に関しては、熱圧ローラーにて表面圧縮加工した「足触りが心地

良い杉・桧圧密製品」を体感・実感できます。 

 

515-0088 

三重県松阪市 

木の郷町１番地 

 

 

中野 

 

 

0598-20-1122 

 

 

0598-20-1127 

3.徳島県木材 

協同組合連合会 

（2 コマ） 

「徳島すぎ」を材料とした柱や梁・桁などの構造材、壁・床などの内

外装材をご紹介します。同時に、新生産システム対策推進事業によ

る新商品も展示しております。使い方によっていろいろな表情を見

せる「徳島すぎ」の素晴らしさを五感で実感できます。 

 

770-8001 

徳島市津田海岸町 

5-13 

 

浜本 

 

088-662-2521 

 

088-662-2224 

 

4. 協同組合くまもと 
製材 

（2 コマ） 

人工乾燥された杉構造材を中心に展示します。当組合の品質管理

の徹底した工場と、バイオマスの取り組みをビデオなどで紹介しま

す。地域の乾燥木材を使うことによって、人にも地球にもやさしい住

まいができることをお伝えします。 

868-0442 

熊本県球磨郡あさぎ

り町深田東字馬場 19

番地 1 

 

渡辺 

 

0966-43-1655            

 

0966-43-1656 

5. 松島木材センター
㈱ 

（1 コマ） 

弊社オリジナル商品の瓦桟と天井野縁を中心に、スギ構造材とス

ギ羽柄材の展示を行います。瓦桟は、特殊な防腐・防蟻処理と、水

はけを良くし雨漏りや水漏れを防ぐウォーターフォール加工を施し、

各種サイズをご用意しております。また、天井野縁は特殊構造によ

り天井下地作業の容易性と耐久性を向上させ、さらに乾燥材の使

用により寸法精度も向上しております。 

 

861-6103 

熊本県上天草市松島

町今泉２５３５ 

 

 

鍬本 

 

 

0969-56-2222 

 

 

0969-56-2249 

 

 

主催：（社）全国木材組合連合会  〒100-0014 東京都千代田区永田町２－４－３ 永田町ビル６階 

℡ ０３－３５８０－３２１５、FAX ０３－３５８０－３２２６、ＵＲＬ http://www.zenmoku.jp/   E-mail info@zenmoku.jp 

 

国産材新生産システム販路開拓フェア 

資源の充足が進む国産材、課題はこの有効利用です。いま国産材の活用に向けた取組が始

まっています。 

その取組の一つが新生産システムです。木材の生産から消費までを体系的に整備し、国産材

の一層の利用促進を目指しています。 

具体的な展開の概要は、 

① 森林の保有者から木材の加工業者までの合意形成を促進し、 
② 森林施業や経営の集約化、協定取引の推進、生産・流通・加工のコストダウンを図り、 
③ ハウスメーカー等のニーズに応じた木材の安定供給を図ること等を通じて、地域材の
利用拡大、森林所有者の収益向上、森林整備の推進を図る 

ことを目的としています。 

国産材の安定供給を目指す新生産システム 


